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1．概要

•事業内容と目的
那賀町役場、コーディネーター海老名様との連携により、
①中山間地農業と地域社会の現状と課題を学修すること
②那賀町民協力による農業・郷土食体験、交流会、学生による
徳島県産食材を用いたカフェ運営を通じて、那賀町内の交流人
口を増やし、地域間、世代間交流の促進すること

人口減少とそれに伴う農業の担い手不足、
地域コミュニティの活力低下という地域課題の解決に資する

•実施日程
①令和6年10月11日（金）〜13日（日）2泊3日（学生12名）
②令和6年11月 8日（金）〜10日（日）2泊3日（学生10名）
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2．事前準備①レシピ開発
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事前準備②食の流通に関する講義
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那賀町での実施プログラム：
ゆずの収穫・加工体験、
農業体験

実施前アンケートで最も人気。
実施後アンケート満足度4.2
★★★★★

～収穫がどれだけ大変かを学べた～
～たくさんのゆずを収穫したのに、9本
しかできなかったため、ゆうのすには
たくさんのゆずが絞られていることを
知りました～
～ゆず1つで様々なものができると知っ
た。果汁でジュースを作り、皮で柚子
胡椒を作るなど～
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那賀町での実施プログラム：郷土食体験

実施前アンケートで2番人気
実施後アンケート満足度4.9
★★★★★

～おばあちゃんたちが作ってくれて
ふるさとの味って感じでとても暖か
かった。買った食材じゃなく栽培し
て作られた食材が使われているので
新鮮で美味しかった～

～ゆずの皮まで利用して料理に使わ
れていてゆずの香りがすごく料理を
引き立たせていた～

～特にそばごめ汁がおいしかった～

～もっと積極的におばあちゃんたち
と話せばよかった～
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那賀町での実施プログラム：カフェ運営

～地域の人が美味しいと言って
食べてくれて本当に嬉しかった
しやりがいがありました～

～多くの料理を作るのは経験が
なかったのでとても大変だった
が効率良くできるように考え
ながら行動できたのでよかっ
た。また、お客様とのコミュニ
ケーションを取るために行動で
きた～

※学生と地域住民の交流を増や
してほしいと複数意見。
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那賀町での実施プログラム：
移住女性との交流会

～移住したことで良かったことは
もちろん、大変だったことなどの
本音が聞けたのが良かった。今は、
宅配サービスが普及しているため、
買い物に特別困ることはないとい
うことを学べ、印象に残った～

～近所の繋がりは私が思っている
よりも近いものであり、とても大
切であることが分かりました～

～大阪に住んでいるだけでは見え
てこない地域の課題や特徴がある
ことが分かった。実際に現地に
行って見て体験することで見えて
こなかった課題の深刻さが学べた
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3．事業目的の達成状況

• 人口減少に伴う農業の担い手不足解決に関して
非熟練者による作業ながら、のべ22人日の収穫・仕分け作業を実施。
裏年であったこともあり、予定範囲のゆず収穫完了。

課題：継続的な援農、範囲の拡大。

• 地域コミュニティの活性化に関して
カフェ運営の来客者数、移住者女性との交流実数としては、のべ28
名。交流できた方からは「来年も食べにくるため、長生きせにゃ」
と継続的に活動してきたことが認知されていることが伺えた。

課題：交流実数の拡大、継続。
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4．学生や地域住民の意見調査結果

（1）フィールドワーク参加学生数 のべ224名（実人数22名）

（2）フィールドワークがきっかけで県南地域に関わった学生数22
 訪れたいと思っていたが、訪れたことはない： 5名
訪れたいと思ったことも、訪れたこともない：17名

（3）今後も県南地域でのフィールドワークがあれば参加したい学生数19

参加したい：19名 参加したくない：2名 その他：1名  

（4）今後、個人でも県南地域に訪れたいもしくは関わりたい学生数18
 かなり思う：2名 思う：16名 あまり思わない：4名 全く思わない：0名

（5）フィールドワークを通して、那賀町に愛着が湧いた学生数19
かなり湧いた：5名 湧いた：14名 あまり湧かなかった：3名 全く湧かなかった0名
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学生や地域住民の意見調査結果

• Iターン（都市から地方への移住）に対しての関心の変化（有効回答数22）

移住者ワークショップの満足度4.7★★★★★
～お話を聞いて徳島の良さを知ることができたし、就活についても勇気が
もらえた。自分のやりたい事をやるという言葉が響いた～

都市居住学生に新たな選択肢を提示できたのでは
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5．次年度実施に向けて

地域住民の参加、学生との交流を増加させたい。

•カフェ運営場所の確保

•カフェ運営の周知方法の工夫

•ゆず収穫・加工、農業体験場所の確保

事前学修の充実

・那賀町に関する事前学修に、講義だけでなくアクティブ・
ラーニングを取り入れる
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